
平成 26年 12月 18日 

 

江戸の風情と未来が出会うまち「雑司が谷」が未来遺産に 
～ 日本ユネスコ協会の「プロジェクト未来遺産 2014」への登録決定 ～ 

本日、雑司が谷歴史と文化のまちづくり懇談会（座長・高野之夫豊島区長）が取り組んできた「『雑

司が谷がやがや』プロジェクト～歴史と文化のまちづくり～」が公益社団法人日本ユネスコ協会連

盟の「第６回プロジェクト未来遺産 2014」へ登録されることが決まった。 

「プロジェクト未来遺産」とは、100 年後の子どもたちに長い歴史と伝統のもとで豊かに培われ

てきた地域の文化・自然遺産を伝えるための運動を応援するプロジェクト。 

同懇談会は、すすきみみずく保存会、雑司が谷七福神の会、としま案内人雑司ヶ谷などの地域の

団体と協力し、「私たちのまち・雑司が谷のすばらしい自然と文化を 100年後の子どもたちに残そ

う」と登録に向けて取り組んできた。 

本日午後 3時過ぎ、関係者が集まったみみずく会館に日本ユネスコ協会より登録決定の電話が入

ると、喜びの声が上がるとともに用意されていたくす玉が割られ、一同で喜びを分かち合った。 

雑司が谷地域は、東京のターミナル駅・池袋のすぐ近くに位置するものの、雑司ヶ谷霊園、法明

寺、鬼子母神などの伝統的な文化・自然が残っている。また伝統行事である「鬼子母神・御会式」

の伝承、地域の文化の発信拠点となる「雑司が谷案内処」の設置・運営、伝統工芸品「すすきみみ

ずく」の製作ワークショップなど地域住民が主体となって、自治体や学校との強い連携のもと、江

戸の風情を残す雑司が谷の自然・文化を継承したまちづくりを推進している。 

このような地域の取り組みが評価され、全国の応募の中から、登録が決定した 3団体の一つに選

ばれた。これまで毎年 9 から 10 団体が登録されており、今回は厳しい審議を経ての登録決定であ

った。 

会場には、地元の南池袋小学校の児童も訪れており、6 年生の児童は「すすきみみずく保存会の

方に伝統工芸品『すすきみみずく』の製作を教えてもらい、作れるようになった。将来は保存会の

一員となり『すすきみみずく』を伝承していきたい」と喜びを語った。 

なお、東京都内では、神楽坂、谷中地域に次ぐ 3団体目。全国では、第 1回から第 5回までで 49

団体が登録されている。 

 

注釈）鬼子母神の「鬼」はツノのない鬼です。 

日 時 
平成 26年 12月 18日（木）午後 3時から 
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問 合 せ 区民活動推進課長  
 

くす玉を割り、喜ぶ関係者たち 

 

次世代に残したい雑司が谷の風景 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 



 

日本ユネスコ協会連盟 「未来遺産」とは 

「未来遺産運動」は、長い歴史を超えて人々が紡ぎ続けてきた文化遺産や、自然ととも

に生きる知恵や工夫の中でつくりあげてきた自然遺産という豊かな贈り物に光を当て、100

年後の子どもたちに長い歴史と伝統のもとで豊かに培われてきた地域の文化・自然遺産を

伝えるための運動です。 

全国から地域の文化・自然遺産を未来に伝える市民活動を公募し、これまで、全国で

49 の活動が登録されています。「プロジェクト未来遺産 2014」の募集に「雑司が谷がやが

や」プロジェクトが手を揚げ、地域を挙げて挑戦してきました。 

この度、現姓なる審査を経て、全国３団体の一つに選ばれました。 

 

未来の子どもたちに伝えたい雑司が谷の資産  

 

、                          、 大門欅並木（都指定

天然記念物）、雑司が谷霊園の森などの豊かな自然 

旧宣教師館（都指定有形文

化財）、有名人が眠る雑司が谷霊園、 起伏のある街並みをチンチン電

車が走る都市景観、 雑司が谷鬼子母神御会式、 郷土玩具（すす

きみみずく）、雑司が谷七福神巡りなどの文化資源 

 

そして、未来の子どもたちにこのまちの歴史と文化を受け継いでいくた

めに、郷土玩具「すすきみみずく」の保存や雑司が谷案内処を拠点とし

た「雑司が谷案内人」などの地域のみなさんによる様々な活動を支える

熱い想い、これらこそ雑司が谷の大切な資産です。 

 

 

 

 
  

雑司が谷がやがやプロジェクトとは   

雑司が谷は、副都心池袋に近接しながら、武蔵野の面影を残す自然の森

があり、子どもたちが太鼓をたたき、大人たちが鉦を鳴らし万灯を揺らして練り

歩く古くからの賑やかな祭りがあり、人情豊かな人々の触れ合いがある、変わりゆく時代の

中で、変わらないものの大切さを教えてくれるまちです。 

 時代の変化をただ受け入れるだけではなく、子どもたちが未来に善き住民としてここに暮ら

せるよう、古き良き伝統・自然と時代の変化を調和させていく取組み行い、その活動を広く

知っていただくこと。それが、「雑司が谷がやがやプロジェクト」です。 

 

発行：豊島区文化観光課観光振興Ｇ 電話５９９２－７０１８ 



公益社団法人日本ユネスコ協会連盟は 2014年12月、第6回目となる「プロジェクト未来遺産2014」を下記３プ
ロジェクトに決定いたしました。本事業は“未来へ伝承すべき遺産”として、100年後の子どもたちに地域の文化
や自然遺産を残し、伝えていくことを目的にする「未来遺産運動」として行っています。

本年度は、昨年に引き続き、全国から21プロジェクトの応募があり、未来遺産委員会での審議を経て、下記を
選定し登録いたしました。今後は1月から3月にかけて｢プロジェクト未来遺産｣登録地域において証書伝達式が
行われます。未来遺産運動に関しては、当連盟ホームページ内未来遺産運動ブログで紹介してまいります。

本件や各団体の連絡先等に関する
お問い合わせ

※各団体の連絡先は、個人宅の場合も
ございますので当連盟へご連絡下さい。

公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟 尼子・青山・本間
電話：03-5424-1121 （問い合わせ時間：平日9：30～17：30）

E-MAIL：mirai@unesco.or.jp / amako@unesco.or.jp

より多くの皆さまに本活動をご紹介いたしたく、ご取材・ご報道のほど宜しくお願い申し上げます。
プロジェクトの写真がデータでご入用の場合はご連絡ください。

2014年12月17日

公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟

地域の文化・自然遺産を未来へと守り伝える “未来遺産運動”

プロジェクト未来遺産2014

３プロジェクト 登録決定!!

○特別協力：東日本旅客鉄道株式会社、レクサス、住友ゴム工業株式会社

○後 援 ：読売新聞社

総務省、環境省、農林水産省、文化庁、観光庁、日本ユネスコ国内委員会、

公益社団法人経済同友会、日本ケーブルテレビ連盟、全国地方新聞連合会

情報解禁は、2014年12月18日（木） 15:00です。予めご了承下さい。

プロジェクト名 団体名 所在地

1 首都圏の大規模緑地・見沼たんぼを100年
後の子ども達に残す

未来遺産・見沼たんぼプロジェクト
推進委員会

埼玉県さいたま市

2 「雑司が谷がやがや」プロジェクト～歴史と
文化のまちづくり

雑司が谷・歴史と文化のまちづくり
懇談会

東京都豊島区

3 被爆樹木が世界に伝える未来へのメッ
セージ「平和・希望・共生」

グリーン・レガシー・ヒロシマ・イニ
シアティブ

広島県広島市

選考にあたっては、これまでどおり、未来遺産委員会の有識者ワーキンググループが、有形文化遺産、
無形文化遺産、ならびに自然遺産のそれぞれの分野で申請書類を検討し、未来遺産委員会に8件を推薦

しました。また、ワーキンググループメンバーは、現地調査を行い、その結果を未来遺産委員会にて報告し、
全体協議を経て決定しました。



■登録３プロジェクト 紹介

①

②

③

（上）団体名 / （下）プロジェクト名 活動概要

未来遺産・見沼たんぼプロジェクト推進委員会

首都圏の大規模緑
地・見沼たんぼを
100 年後の子ども
達に残す

雑司が谷・歴史と文化のまちづくり懇談会

「雑司が谷がやがや」
プロジェクト～歴史と
文化のまちづくり

グリーン・レガシー・ヒロシマ・イニシアティブ

被爆樹木が世界に
伝える未来へのメッ
セージ「平和・希望・
共生」

埼玉県川口市からさいたま市の市街地の東側に
広がる1,260ヘクタールの田園地域と、その周辺

に広がる大規模な田園緑地。この地域を対象に、
17もの市民団体と3つの教育機関との連携によっ

て、地域の共有財産として「見沼たんぼ」の保全・
活用・創造活動、農業体験学習活動、歴史文化の
継承活動を行っている。

東京のターミナル駅・池袋のすぐ近くに位置し、
雑司が谷霊園、法明寺、鬼子母神などの伝統的
な文化・自然が残っている。伝統行事である「鬼
子母神・御会式」の伝承、「雑司が谷案内処」の
設置・運営、伝統工芸品「すすきみみずく」の制
作ワークショップ等、地域住民が主体となって、
自治体や学校との強い連携のもと、雑司が谷の
自然・文化を継承し、まちづくりを推進している。

■未来遺産委員会 委員長 総評

未来遺産委員会委員長
西村 幸夫

（東京大学教授・
東京大学先端科学技術

研究センター所長）

今回応募のあったプロジェクトは、２１件と例年よりも少ない応募でし
たが、少数精鋭でレベルが高かったことが印象的でした。これまでは
地域のボランティアグループやＮＰＯ団体からの申請が中心でしたが、
今回は、ＮＰＯに近い活動を行う団体や、学校が学校の範囲を超えて
活動している等、色々な組織からの申請がありました。

学校や企業の地域貢献の形を表しているかのように、色々な形の組
織が、地域のために活動を行っているという広がりを感じました。

今後は、その他の地域にとっても参考になるよう、現在行っている活
動だけではなく、将来的な広がりも意識した戦略も視野に入れた申請
が多くなってくれることを期待したいと思います。

原爆が投下された爆心地から半径約２キロメートル以内
に残る約170本の被爆樹木を守り、その種・苗を世界中で

育てる活動を通してヒロシマの平和・希望・共生のメッ
セージを発信している。長い間草木も育たないと考えられ
た状況下で、原爆投下からわずか数か月後に見られた草
木の新しい芽吹きは人々を強く勇気づけた。日本国内の
みならず、アフガニスタンなどの紛争国を含む20か国以
上で2世の苗木が育成されており、平和・希望のシンボル
として大切に育てられている。



■未来遺産委員

2014年11月30日現在

お名前 ご所属

西村幸夫（委員長）
秋道智彌
古谷堯彦
齊藤裕嗣
佐野賢治
銭谷眞美
土屋誠
中塚健也
成瀬 明
西山厚
西山徳明
野口昇
野島嘉之
朴恵淑
北条敏明
原口宰
前田耕作
宮廻正明
柳沢伊佐男
矢野和之
鷲谷いづみ

東京大学教授・東京大学先端科学技術研究センター所長
総合地球環境学研究所名誉教授
大分合同新聞 特別顧問東京駐在
東京文化財研究所 無形文化遺産部 研究員

神奈川大学日本常民文化研究所所長
東京国立博物館長
琉球大学理学部名誉教授
日本電信電話株式会社総務部門総務部長・CSR推進室長
トヨタ自動車株式会社レクサス国内営業部部長
帝塚山大学 文学部文化創造学科教授
北海道大学観光学高等研究センター長
日本ユネスコ協会連盟理事長
日本ユネスコ協会連盟理事、三菱商事株式会社環境・CSR推進部長
三重大学理事・副学長

住友ゴム工業株式会社 ＣＳＲ推進室 室長
東日本旅客鉄道株式会社常務取締役
文化遺産国際協力コンソーシアム副会長、アフガニスタン文化研究所長
東京藝術大学大学院教授学長 特命社会連携センター長、公益財団法人日本美術院評議委員長

NHK解説委員
株式会社文化財保存計画協会代表取締役
東京大学農学生命科学研究科教授

■これまでに登録された活動／団体名

第１回プロジェクト未来遺産

活動名称 団体名 市町村

久保川イーハトープ世界自然再生事業 久保川イーハトーブ自然再生協議会
岩手県
一関市

神楽坂をますます粋に～「粋益（いきまし）」プロジェクト
神楽坂まちづくりの会 東京都

新宿区

いきもの不思議の国・中池見湿地
NPO法人 ウエットランド中池見 福井県

敦賀市

葵プロジェクト 葵プロジェクト
京都府
京都市

ならまち わらべうたフェスタ 財団法人ならまち振興財団
奈良県
奈良市

孟子不動谷生物多様性活性化プロジェクト
特定非営利活動法人自然回復を試みる
会・ビオトープ孟子

和歌山県
海南市

日本の記憶が息づく島 ＯＫＩを守り伝えるプロジェクト 風待ち海道倶楽部
島根県隠
岐郡隠岐
の島町

このままの鞆がいい！住民の手による歴史的港湾都市
「鞆（とも）の浦」の歴史・文化・自然の継承と再生

特定非営利活動法人鞆まちづくり工房
広島県
福山市

八女（やめ）福島 空き町屋と伝統工法の再生による町並み文
化の継承

NPO法人八女町家再生応援団
NPO法人八女町並みデザイン研究会

福岡県
八女郡

現代版組踊「肝高の阿麻和利」とキムタカのマチづくり」 あまわり浪漫の会
沖縄県
うるま市



第２回プロジェクト未来遺産

活動名称 団体名 市町村

野生サケのふるさと ウヨロ川保全調査・普及プロジェクト ＮＰＯ法人ウヨロ環境トラスト
北海道
白老郡

★未来人（みらいびと）への贈り物★
宗谷防人物語（そうやさきもりものがたり）

稚内市歴史・まち研究会
北海道
稚内市

知床のヒグマなど、人間と野生動物とが共生していく大切さを全
国に届けよう。

財団法人知床財団
北海道
斜里町

水と林と田んぼのハーモニー 里山がくれた生き物と歴史の玉手
箱 宍塚の自然と文化を次世代に

特定非営利活動法人
宍塚の自然と歴史の会

茨城県
つくば市

「谷中のたから」体験・発見・交流プロジェクト江戸
～東京のまちと自然、建物、生活文化の保全活用・体験事業～

特定非営利活動法人
たいとう歴史都市研究会

東京都
台東区

木曽丸ごと夢作り活動 木曽ユネスコ協会
長野県
木曽郡

生態系豊かな森の再生と豊かな森が持つ可能性の追求
財団法人C.W.ニコル・アファンの森財
団

長野県
上水内郡

赤瓦と煙出しの里 加賀ひがしたにの未来プロジェクト 山中温泉ひがしたに地区保存会
石川県
加賀市

みんなでかぶこう！！プロジェクト ～農村歌舞伎祇園座 香川町農村歌舞伎保存会
香川県
高松市

阿蘇千年の草原を未来へ引き継ごう 財団法人阿蘇グリーンストック
熊本県
阿蘇市

第３回プロジェクト未来遺産

活動名称 団体名 市町村

稲生川（いなおいがわ）開削と三本木原（さんぼんぎはら）開拓の
志を活かし、共創郷土の伝統を未来に

「太素の水」保全と活用連合協議会
青森県
十和田市

渡良瀬川源流の森再生プロジェクト
―足尾銅山の荒廃地に植樹 ― 

特定非営利活動法人
足尾に緑を育てる会

栃木県
日光市足尾町

現代の癒し「布橋灌頂会（ぬのばしかんじょうえ）」 を永遠に語り
継ぐために！

布橋灌頂会実行委員会
富山県
立山町

伝統行事を支えていく未来の担い手育成事業 春を呼ぶ会
三重県
名張市

ニッポンバラタナゴを守る伝統的な溜池浄化法
“ドビ流し“の継承

NPO法人ニッポンバラタナゴ
高安研究会

大阪府
八尾市

天神崎（てんじんざき）の自然の維持と環境教育の推進
公益財団法人
天神崎の自然を大切にする会

和歌山県
田辺市

未来につなごう！尾道・坂の町再生プロジェクト
NPO法人
尾道空き家再生プロジェクト

広島県
尾道市

未来に遺す「生きた鉄道博物館
～100年レイル肥薩線への情熱～

人吉鉄道観光案内人会
熊本県
人吉市

千年の時を刻む荘園村落遺跡「田染荘（たしぶのしょう）小崎」 荘園の里推進委員会
大分県
豊後高田市

生きもの元気、子どもも元気、漁師さんも元気な
中津干潟保全活動

ＮＰＯ法人 水辺に遊ぶ会
大分県
中津市



「月浜のえんずのわり」を未来につなげよう えんずのわり保存会
宮城県
東松島市

新津丘陵の自然・森林・歴史遺産の保全・整備プロジェクト
NPO法人 にいがた森林(もり)の
仲間(とも)の会

新潟県
新潟市

水戸の歴史資産“偕楽園と弘道館”の魅力を子どもたちに伝える活動 偕楽園公園を愛する市民の会
茨城県
水戸市

越前にコウノトリ呼び戻す田んぼファンクラブ
水辺と生き物を守る農家と市民
の会

福井県
越前市

みんなの手で守り、未来に伝える！日本の原風景『丸山千枚田』 丸山千枚田保存会
三重県
熊野市

銀の馬車道プロジェクト～日本初の高速産業道路を未来につなぐ～ 銀の馬車道ネットワーク協議会
兵庫県
姫路市

いやしの里深野を目指して。希少になったササユリ保護・増殖活動 深野ササユリ保存会
奈良県
宇陀市

笑い講とお笑い講で世界中に笑いを広める運動 一般社団法人 防府市観光協会
山口県
防府市

鬼と炎が舞う長岩屋修正鬼会(ながいわやしゅじょうおにえ) 長岩屋修正鬼会保存会
大分県
豊後高田市

第４回プロジェクト未来遺産

第5回プロジェクト未来遺産

プロジェクト名 団体名 市町村

佐野天明（命）鋳物のすぐれた伝統文化を未来につなぐ活動
天命（てんみょう）鋳物伝承
保存会

栃木県
佐野市

世界で一つだけの「元荒川ムサシトミヨ生息地」保護活動
熊谷市ムサシトミヨをまもる
会

埼玉県
熊谷市

ドブ川化した川を市民力を結集して蛍が乱舞する清流に再生・
復活

特定非営利活動法人グラウン
ドワーク三島

静岡県
三島市

湖国の原風景権座（ごんざ）水郷を守り育てる活動（日本の里
百選）選定地域

権座・水郷を守り育てる会
滋賀県
近江八幡市

英田（あいだ）上山棚田再生プロジェクト～未来へつなぐ棚田
8300枚～

ＮＰＯ法人英田上山棚田団
岡山県
美作市

まちにあかりを灯すプロジェクト ＮＰＯ法人倉敷町家トラスト
岡山県倉敷
市

椹野川（ふしのがわ）もり・かわ・うみを再生し人と人をつな
ぐプロジェクト

椹野川流域地域通貨・連携促
進検討協議会

山口県
山口市

萩のおたからにみんなで親しみ、みんなに広めるプロジェクト ＮＰＯ萩まちじゅう博物館
山口県
萩市

世界に伝えたい!!阿波人形浄瑠璃の魅力未来遺産プロジェクト 阿波人形浄瑠璃平成座
徳島県
徳島市

博多湾・和白（わじろ）干潟の自然保護活動 和白干潟を守る会
福岡県
福岡市
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